
2022年2月15日 (火) 16:00

参加者数： 20 アンケート回答数： 16 アンケート回収率： 80%

１．回答者所属

2．回答者職種

令和3年度　守山区ACP研修会（フォローアップ編）　アンケート結果

配信日時：

病院, 0診療所, 0 歯科診療所, 0

薬局, 0

訪問看護ス

テーション, 4

居宅介護支援

事業所, 6
地域包括支援

センター, 4

行政機関, 0

介護保険事業

所（上記以

外）, 1

その他, 1

医師, 0

歯科医師, 0

薬剤師, 0
看護師, 5

介護支援専門員, 

8

社会福祉士, 0

介護職（介護福

祉士/ヘル

パー）, 2

リハビリ職

（PT/OT/ST）, 0

医療ソーシャルワーカー・相談

員（老人保健施設等）, 0

その他, 1



3．事業所所在区

4．講義内容について

5．研修会の内容は実践に活かせるか

守山区, 16

非常に分かり

やすかった, 3

分かりやす

かった, 8

ふつう, 5

活かせる, 3

概ね活かせる, 

9

あまり活かせ

ない, 4



6．上記5の理由

途中電話があり、聞けませんでした。。16の質問、全部質問すると怒られそうですが、価値観の共有

で１-２個は投げかけてみようかと思いました。

ご利用者様とのコミュニケーションのツールとして使用していきたい

ご講義ありがとうございました。

しつもんBookに関しては興味深く拝聴しました。

地域住民への周知が効果的であることが理解出来た。

内容が難しかった。

多職種のスタッフがチームで動くため利用者様の意思に寄り添うことが出来ると感じました。

コミュニケーション、価値観を大切にして活かしていきます

デモンストレーションがあって欲しかった。

先ずは自分自身の価値観を考えたいと思いました。主人が癌で治療中ですのでコミュニケーションを

とっていきたいと実感し実践したいです。家族の価値観を知る機会をいただきました。

改めてＡＣＰについて考えることが出来た。

コミニュケーションを図ることによりその人の価値観を知ることを学びました。

ＡＣＰの概念を振り返りコミュニケーションと価値観が大事であること、本人も周りも幸せであればよい

ことを学ぶことが出来た為

具体性がなかなか難しいない良いだった為。

最期を迎える為サービス側のフォローの仕方を学んだ

再度認識をしたところです。

一定のイメージを作ることで実践に活かせると感じています。



7．ACPを実践する上での課題

8．今後のACP研修会について

事例報告があれば参考にしていです。

コロナの事があるので、なかなか集まれなくて、色んな意見を聞けないのは残念。ＺＯＯＭでグループ

ワークとかが出来るといいと思います。

他職種連携をどの様にしていくか、本人、ご家族様の意向をどの様に共有しそれぞれのケアに活かす

のか？
最期を迎える気持ちは人それぞれなため、マニュアルや方法に縛られず個人を見ることの大切さを引き

続き学んでいきたいです

ディスカッションが出来るとずいぶん違うと感じる。

研修を深め、実践でさらに自分の物におとしていきたいです。

実際のACP場面を想定した関りを学びたい

事例をもとに説明して欲しかった。タイミング、技術、方法を具体的に知りたい。概論ではなく実践。

関係性を気づき必要と思われる事が有れば考えていきたい。

講義の内容にもありましたように、患者さまの病気の進行度、現在の状態、ご家族や親族のご意見

など様々な時期とタイミングが合わないと難しいと思います。

まずは日頃の利用者様やご家族とのコミュニケーションで少しずつ掘り下げていければ良いかなと思って

います。焦らず一歩ずつ‥

・地域住民向けの研修会を感染症対策が出来る大きな会場やオンライン同時配信等行う。

・ACP促進ツール、リーフレット等をサロンや他機関の研修等で配布出来るようにする。

医療とケアマネジャーとの連携

各職種の連携とご本人とご家族の信頼関係の構築が課題だと感じました。

地域住民への周知が出来ていない。専門職だけではだめではないか。

具体的なコミュニケーション技法を学びたいです。

ＡＣＰについての聞き方・時期はとても大切だと思っています。初めに聞く場合は人間関係が出来て

いないため、本心が聞けないと思っています。医療は入院して住所を聞くように淡々と聞かれた。答え

現場での浸透性に至っていない。

コミュニケーション能力の向上が必要。また、自分のことも知った上で相手の方の人となりを知ることが

課題かと思っています。また、地域柄家族の関りも強い為、周りを含めてのコミュニケーションが必要と
コロナ禍で対面の話合いはどうなのか、マスクをつけたままで伝わるのか、悩みます。木村先生の言って

いた日本文化で、死についての話合いをしていない家族も多いので、気を使います。

他職種の方と意見交換する事が大切かと

利用者と利用者家族と信頼関係とコミュニケーションを作ることが大切だと思います

やはり縁起でもないと考える方に伝えていく事が難しい。

個別性で考えることが必要であり、それが課題であると思っている。

家族の価値観が大きく左右することがあることが課題でご本人の意思がおざなりになることがある



個人的には『ききかき』に興味があります。

利用者、患者に関して行う実践的な関わりや質問、シート等あれば教えて欲しい。

事例を通したわかりやすい内容

介護職として携わる中でスキルアップのために勉強会を開催していただきたいです。

実践例があるとよい。

その時々でＡＣＰの考え方も変わっていくと思われるので、その時々の話を聞けるとよいかと思いま

す。
　ACP＝担当者会議、人それぞれとの思っているので、研修の希望はないのですが、困った事例や上

手くいった事例等あれば聞いてみたいです。

今後の研修は、ありますか。


